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学校づくりの理念と5つのコンセプト

 国⽴市教育員会では、2019（令和元）年7⽉に、建設する新校舎の基本構

学校づくりの理念と５つのコンセプトを実現する整備⽅針

１.学びを⽣みだし共に育み学び合う →魅⼒的で多様な教育環境づくり

２.⾃然とふれあい豊かな⼼を育てる →既存樹⽊を活かした緑に包まれた⼩学校

３.世代を超えて伝統を未来へつなげる →シンボルツリー｢⼆松｣の保存

４.絆を⼤切にし地域と共に育つ →学校と福祉館と緑地広場を⼀体的に整備

５.いつでも誰でも安⼼安全に過ごせる →体育館棟を中⼼に避難所機能の充実

体育館棟は、備蓄倉庫や空調設備等を備えた避難所として整備します。屋上プール⽔は消防⽔利として
利⽤出来る計画とします。

⾃然豊かな広場として、⽇中は地域にも開放し、乳幼児からお年寄りまでが⾃由に集える地域の拠点とします。
体育館棟は学童と地域のコミュニティ施設機能を併せもつ複合施設として整備します。敷地の東側の緑地を継承して、

校庭には⼟壇を再⽣して、現在の⼆⼩の姿を継承します。
校舎棟と体育館棟に囲まれた広場には学校のシンボルである⼆本の松の⼤⽊｢⼆松｣を保存します。

学校のどこにいても豊かな緑が感じられ、のびやかで気持ちの良い学びの環境をつくります。
芝⽣の校庭や、四季の移ろいが感じられる⽊々等、これまでの景⾊を⼤切にします。

普通教室と学年共⽤スペースと多⽬的スペースは、⼀体に使⽤することができ、多様な学びの場を⽣み出します。

普通教室は、学年共⽤スペースを囲むように普通教室と多⽬的スペースを配置します。
学年ごとの活動の場となる学年共⽤スペースを配置することで、よりクラス同⼠がつながる環境を⽬指します。

５つのコンセプトを⽴案しました。
 基本設計の検討を進めるにあたっては、この理念とコンセプトを実現する
ことを⽬的として、平⾯計画や設備計画の⽴案を⾏いました。

学校づくりの理念
「〜つづく つながる〜 夢を育てる学び舎」

 ⼆⼩には｢四季折々の佇まい｣と｢⼦供の幸福と成⻑を願う協働的な教育活動｣
という学校と地域が守り育てたかけがえのない財産があり、校舎の建て替えに
際しても、その財産を継承したいという思いがこの理念には込められています。

⿃瞰パース 校庭側から

想・基本計画として、｢国⽴第⼆⼩学校改築マスタープラン」を策定しました。
 その検討の中で、学校関係者や保護者、地域の⽅々との意⾒交換を重ね、
未来の⼆⼩が⽬指す姿である学校づくりの理念と、それを実現するための 特別⽀援教室(はばたき)、特別⽀援学級(プラタナス)は、職員室と東広場の近くに配置し、落ち着いた専⽤ゾーンを

形成します。

学校専⽤の部分と地域利⽤部分を明確に区分できる計画として、安⼼していつでも、誰でも使いやすい建物とします。
また、通学路となる敷地周囲の歩道は拡幅し、安⼼して歩くことのできる計画とします。




